
1989年出上の木簡

京
都
・
平
安
京
左
京
三
条
三
坊
十
六
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
市
中
京
区
烏
九
通
二
条
下
る
秋
野
々
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
？
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
②
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
森
俊
寛

。
長
戸
満
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

。
都
市

（町
屋
）
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
平
安
京
左
京
三
条
三
坊
十
六
町
の
北
西

部
に
位
置
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査
面
積
は

一
九
六
ポ
で
あ
る
。
調
査
地
北
部

は
二
条
大
路
南
築
地
推
定
ラ
イ

ン
を
含
む
。
文
献
史
料
か
ら
、

当
十
六
町
は
、
平
安
時
代
前
半

に
は
小
二
条
殿
と
称
さ
れ
た
邸

宅
が
、
ま
た
、
平
安
時
代
後
期

邸

に
は
藤
原
顕
頼
邸
が
存
在
し
て

練
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
調

僚

査
の
結
果
、
古
代
・
中
世
・
近

世
の
各
時
代
の
遺
構

。
遺
物
を

多
数
検
出
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
平
安
時
代
に
比
定
し
う
る
明
確
な
遺
構
は
、
後
期
の
井
戸
を

一
基
検
出
し
た
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
遺
物
も
、

中
国
越
州
窯
産
の
青
磁
や
、
緑
釉

。
灰
釉
陶
器
な
ど
当
時
の
高
級
品
を
含
む
遺

物
が
混
入
品
と
し
て
で
は
あ
る
が
出
上
し
て
お
り
、
当
町
に
平
安
時
代
を
通
じ

て
階
層
の
高
い
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
い
え
よ
う
。
平
安

時
代
の
二
条
大
路
関
係
の
遺
構
は
検
出
し
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
重
な
る
位
置
で

室
町
時
代
後
期
の
二
条
通
り
南
側
溝
と
見
ら
れ
る
東
西
溝
二
条
を
検
出
し
た
。

こ
の
ほ
か
中
世

。
近
世
の
各
期
の
遺
構
も
多
数
検
出
し
て
い
る
。
加
え
て
各
時

代
の
出
土
遺
物
の
中
に
は
類
例
の
ご
く
少
い
貴
重
な
資
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、

遺
物
の
面
で
の
成
果
も
大
き
い
。

木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
は
、
南
北
が
約
四
即
、
東
西
は
東
肩
が
不
明
だ
が
検

出
部
分
で
四
ｍ
強
、
深
さ
が
検
出
面
か
ら

一
・
五
ｍ
程
あ
り
、
平
面
が
短
形
を

呈
す
る
と
推
定
で
き
る
遺
構
で
あ
る
。
西

・
南

・
北
の
各
肩
壁
は
、
横
板
が
あ

て
ら
れ
、
杭
で
止
め
ら
れ
て
い
た
。
性
格
は
堆
積
土
や
そ
の
状
況
、
ま
た
、
横

板

・
杭
が
肩
部
の
簡
単
な
崩
れ
止
め
と
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
溜
水
施
設
的

な
池
状
の
遺
構
と
考
え
て
い
る
。
後
に
ゴ
ミ
捨
て
穴
に
転
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
桃
山
時
代
に
つ
く
ら
れ
、
埋
没
は
江
戸
時
代
初
頭
に
下
る
。

こ
の
遺
構
か
ら
は
、
木
簡
の
ほ
か
に
土
器

。
陶
磁
器
類
、
瓦
類
、
木
製
品
、

金
属
製
品
、
自
然
遺
物
な
ど
各
種
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
上
器

・
陶
磁
器
類
で

は
、
土
師
器
賠
烙

・
塩
壷
、
国
産
の
施
釉
陶
磁
器
碗

・
皿

。
重

・
茶
碗

，
向
付



・
焼
締
陶
磁
器
梧
鉢

・
甕

・
重
、
中
国
明
末
の
染
付
碗

。
皿
な
ど
、
近
世
初
頭

の
洛
中
の
遺
跡
か
ら

一
般
的
に
よ
く
出
土
す
る
日
常
雑
器

・
茶
陶
類
や
、
赤
織

部
沓
茶
碗
、
京
焼
軟
質
施
釉
陶
器
碗
な
ど
比
較
的
例
の
少
い
資
料
も
出
上
し
て

い
る
。
こ
の
他
、
漆
器
椀

。
塗
箸

・
塗
櫛

。
人
形

。
打
球

・
箆

・
刷
毛

・
小
型

由
物

（漆
桶
か
）
。
小
重

・
箱

。
桶

。
塗
下
駄
な
ど
の
木
製
品
や
、
和
鋏

。
二
股

の
引
掛
け
金
具

。
す

っ
ぽ
ん
の
甲
羅

。
は
た
て
貝
な
ど
興
味
あ
る
各
種
の
資
料

が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
当
地
の
遺
跡
の
理
解
に
と
っ
て
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
期
の
日
常
生
活
や
文
化
の
理
解
を

深
め
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
「
玉
日
日
日
日

日
日
日
日
一

可
被
□
□
右
衛
門
」

【絶

珂
己

。
「
＜
同
日
日
日
――
日
日
日
□

一日日　‐‐‐‐］　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮμΦ
×
∞〇
×
］　　〇∞］

②

　

「
＜
さ
□
出
入
弥
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＳ
益
受
卜
Φ毬

〔実
己

③

　

「
□
重
」

∞
ω
ω
×

∞
や
］
×

μ
Φ
Ｎ
　

ｏ
Φ
μ

木
簡
五
点
、
削
屑

一
点
、
墨
書
木
製
品
二
点
、
合
計
八
点
の
文
字
資
料
が
出

上
し
て
い
る
が
、
墨
痕
や
欠
損
の
状
態
な
ど
か
ら
判
読
で
き
た
三
点
を
あ
げ
た
。

ほ
か
に
屋
号
様
の
印
を
彫
り
込
み
上
部
に
墨
書
し
た
木
簡
が

一
点
出
上
し
て
い

る
。
０
は
完
形
の
箱
の
側
板
外
面
中
央
に
あ
る
墨
書
で
あ
り
、
人
名
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
箱
は
内
面
に
漆
塗
り
の
痕
跡
が
残
り
、
底
下
面
に
は
高

さ
九
剛
程
の
小
さ
な
足
が
四
隅
に
付
い
て
い
る
。
用
途
は
明
ら
か
で
は
な
い
が

興
味
の
あ
る
木
製
品
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
戸
満
男
）

木 箱 (3)


